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甲山自然の家

五ヶ池

甲山なかよし池

北山緑化植物園

北山池

越木岩鉱泉跡

柏堂神社

鷲林寺

甲山森林公園
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山王公園

上ヶ原浄水場

震災記念碑公園
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1

どんぐりの森づくり

甲山大師道の道標
(甲山大師道・甲陽園通り)

越木岩えん堤

水分谷えん堤

ロックヒル
(六甲平坦面の眺め)

北山貯水池

夙川上流緑道

地すべり資料館

甲山

神呪寺
(甲山大師)

11 目神山

12
亀石

15分

5分

5分

5分
30分

35分 15分 10分

15分

45分

35分

10分

10
分

20分
ゴールゴールゴールゴール

スタートスタートスタートスタート

100 200 300 400 500m0

分岐

　分岐　分岐　分岐
　　ぶん き　　ぶん き　　ぶん き

分岐

　分岐　分岐　分岐
　　ぶん き　　ぶん き　　ぶん き

◆登山する時の服装と準備するもの
とざん　      とき　   ふくそう　  じゅんび

◆守って欲しいこと
まも　　　  ほ

１．服装１．服装１．服装１．服装１．服装
ふくそうふくそうふくそうふくそうふくそう

じゅんびじゅんびじゅんびじゅんびじゅんび

２．準備するもの２．準備するもの２．準備するもの２．準備するもの２．準備するもの

ちゅういちゅういちゅういちゅういちゅうい

３．注意すること３．注意すること３．注意すること３．注意すること３．注意すること

　　うご　　　　　　　   ふくそう

　　　　　　　　　　うんどうぐつ　　　と　ざんぐつ

　　　ち　ず　　　ひつじゅひん

　　あま　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょくりょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうどうしょく

　　ほう　い　じ　しん　　　　　　　　　　　　　　　　ひっ き  よう ぐ

　　やま　　　ひ　　　つか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　  かえ

　　どうぶつ　

　　　　　　　　　　　　　　　　しゃしん　　　　　　くさばな　　　　　　さいしゅ

　　　　　　　　　　かんさつ

　　　で　あ　　　　　　　ようちゅうい

　　　か　ぞく　　　　　おとな　　　いっしょ　　やま　　のぼ

　家族など大人と一緒に山を登りましょう！

　動きやすい服装で、

はきなれた運動靴や登山靴

をはきましょう！

○地図（必需品） ○リュックサック

○雨具（カッパ） ○水

○おむすびやパンなどの食料

○あめやチョコレートなどの行動食

○方位磁針（コンパス）   ○筆記用具 　　

○カメラ　　…など

○山で火を使わない！　○ゴミは持ち帰る！

○動物にえさをやらない！

○とっていいのは写真だけ、草花などは採取

　しないで観察しましょう！

○マムシ、ヤマカガシ、スズメバチなどに

　出会ったら要注意！

約1.0km 約20分
やく やく ふん

スタートスタート 阪急苦楽園口駅

ゴールゴール 阪急甲陽園駅
はんきゅうこうようえんえき

はんきゅう く らくえんぐちえき

散策ポイント散策ポイント
さん さ く

【問合わせ先】

国土交通省　六甲砂防事務所

住所：〒658-0052 神戸市東灘区住吉東町3-13-15

電話：078-851-0535

ホームページ：http://www.kkr.mlit.go.jp/rokko/

じゅうしょ

で ん わ

こうべしひがしなだくすみよしひがしまち

こく  ど  こうつうしょう　　ろっこう  さ  ぼう  じ　む  しょ

　　とい あ 　　　　さき

み か たみ か た

マップの見方マップの見方
み  か たみ  か た

けんがく

【見学ポイント】

【その他】
た

【移動手段】
い どうしゅだん

「素晴らしさ」を知る見学ポイント
　　 す　ば 　　　　　　　　　　 し 　　けんがく

「安全」を考える見学ポイント
　　あんぜん　　　　かんが　　　　けんがく

「不思議」に触れる見学ポイント
　　 ふ　し　ぎ　　　　　ふ 　　　　けんがく

 上記３つの内２つ以上共通する見学ポイント
 じょうき　　　　　　うち　　　　 いじょうきょうつう　　　　けんがく

徒歩（○分：矢印間の移動時間の目安）
と　ほ や じるしかん　　 い どう じ かん　　 め やすふん

鉄道
てつどう

トイレ

駅
えき

がっこう

学校文

刻印石
こくいんせき

8 甲山
 かぶとやま

9 地すべり資料館
　じ 　　　　　　  し  りょうかん12 亀石

 かめいし

10 甲山大師道の道標

（甲山大師道・甲陽園通り）

 かぶとやまだい  し  どう　　みちしるべ

 　　かぶとやまだい  し  どう　　こうようえんどお

2 越木岩えん堤
 こし  き  いわ　　　　てい

約0.3km 約５分
やく やく ふん

約0.3km 約５分
やく やく ふん

3 水分谷えん堤
 みずわけだに　　　　てい

約0.3km 約５分
やく やく ふん

約0.3km 約５分
やく やく ふん

4 どんぐりの森づくり
 　　　　　　　　　　もり

約0.2km 約５分
やく やく ふん

約0.2km 約５分
やく やく ふん

5 ロックヒル

（六甲平坦面の眺め）

 

 　　ろっこうへいたんめん　　なが

約0.7km 約30分
やく やく ふん

約0.7km 約30分
やく やく ふん

6 北山貯水池
 きたやまちょすい  ち

約1.6km 約35分
やく やく ふん

約1.6km 約35分
やく やく ふん

7 神呪寺（甲山大師）
 かんのう  じ  　　かぶとやまだい  し

約0.5km 約15分
やく やく ふん

約0.5km 約15分
やく やく ふん

約0.3km 約15分
やく やく ふん

約0.3km 約15分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約2.2km 約45分
やく やく ふん

約2.2km 約45分
やく やく ふん

11 目神山
　め がみやま

約0.4km 約10分
やく やく ふん

約0.3km 約10分
やく やく ふん

約1.8km 約35分
やく やく ふん

約1.8km 約35分
やく やく ふん

約0.6km 約10分
やく やく ふん

約0.6km 約10分
やく やく ふん

1 夙川上流緑道
 しゅくがわじょうりゅうりょくどう

みんなで語り、伝えよう！　夙川物語
かた つた しゅくがわものがたり

散策マップについて散策マップについて
さん さ く

夙川散策マップ
さんさくがわしゅく

 巡って学ぼ 巡って学ぼう！

六甲山地の自然と神秘六甲山地の自然と神秘

め ぐ 　 　 　 　 ま なめ ぐ 　 　 　 　 ま な

ふ　し　ぎふ　し　ぎふ　し　ぎ

す　ばす　ばす　ば あんぜん　 あんしんあんぜん　 あんしんあんぜん　 あんしん

このマップは防災学習ゾーン「夙川物語」の

モデル散策マップです。裏面で各散策ポイン

トに関する情報を紹介しています。

　　　　　　　　　　　　　ぼうさいがくしゅう　　　　　　　　しゅくがわものがたり

　　　　　　　さんさく　　　　　　　　　　　　うらめん　　かくさんさく

　　　　　かん　　　　じょうほう　　しょうかい

　　　　　　　　　　　　　　　くわ　　　　じょうほう　　けいさい　　　　さっ し

　　　　　　　　　　　ほか　　さんさく　　　　　　　　さんさく　　　　　　　　がく

　　　　　　　　　　　しゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にゅうしゅさき

　　　　　ろっこう さ  ぼう  じ　む しょ　　　　　　　　らん

ろ っ こ う さ ん  ち  　 　  し  ぜ ん 　 　 し ん  ぴろ っ こ う さ ん  ち  　 　  し  ぜ ん 　 　 し ん  ぴ

　六甲山地の自然を楽しみなが

ら、六甲山地の不思議に触れ、素

晴らしさを知り、安全について考

えてみよう！

　　　  ろっ こう さん  ち　　　  し  ぜ ん　　 たの　　　　　　　　　　　　

　         ろ っ こ う さ ん  ち 　 　 　 ふ 　 し 　 ぎ 　 　 　 ふ 　 　 　 　 　 す

　  ば 　 　 　 　 　 　 　     し  　 　 　 　 あ ん ぜ ん 　 　 　 　 　 　 　 　かんが

より詳しい情報を掲載した冊子や

他の散策マップ、散策しながら学

習できるサブノートなどの入手先

は、六甲砂防事務所ＨＰをご覧ください。



砂防えん堤の仕組み砂防えん堤の仕組み砂防えん堤の仕組み
 さ  ぼ  う 　 　 　   て い 　 　  し   く さ  ぼ  う 　 　 　   て い 　 　  し   く さ  ぼ  う 　 　 　   て い 　 　  し   く

　砂防えん堤は、山から流れ出た土砂を一時受け止め、下

流に一気に流れないようにします。その後、たまった土砂

を少しずつ下流へ流します。

【砂防えん堤の仕組み】
 さ  ぼ う 　     てい　   し   く

洪水前 大洪水直後

土砂を

一時ためる

土砂を

徐々に流す

大洪水後の中小

洪水による復旧

 こうずいまえ  だいこうずいちょくご

    ど しゃ

いちじ

  　 ど しゃ

じょじょ　　なが

 だいこうずい ご　 ちゅうしょう

 こうずい　　　　　　 ふっきゅう

  　　さ  ぼ  う　　　　  てい　　　　  やま　   　　  な が 　     で 　     ど  し ゃ 　   い ち  じ 　 う        と 　 　 　 　  か

り ゅ う 　 い っ き 　    な が 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　  ご 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ど し ゃ

 　  す こ 　  　 　 　 　  か り ゅ う 　 な が

甲山周辺の植物
かぶとやましゅうへん 　 　 しょくぶつ

甲山周辺では、１年を通じて四季折々の植物が見られます。
かぶとやましゅうへん　　　　　　　ねん　　つう　　　　 し　き おりおり　　しょくぶつ　　 み

春
はる

夏
なつ

秋
あき

ススキススキススキササユリササユリササユリヘビイチゴヘビイチゴヘビイチゴ

クサギクサギクサギセンニンソウセンニンソウセンニンソウカンサイタンポポカンサイタンポポカンサイタンポポ

①夙川上流緑道①夙川上流緑道①夙川上流緑道 26,30～32,63P

②③越木岩えん堤･水分谷えん堤②③越木岩えん堤･水分谷えん堤②③越木岩えん堤･水分谷えん堤 89P

⑧甲山⑧甲山⑧甲山 3,6,9,19,20P ⑫亀石⑫亀石⑫亀石 21P⑤ロックヒル (六甲平坦面の眺め)⑤ロックヒル (六甲平坦面の眺め)⑤ロックヒル (六甲平坦面の眺め)

④どんぐりの森づくり④どんぐりの森づくり④どんぐりの森づくり 93,97～100P ⑪目神山⑪目神山⑪目神山 19P

⑨地すべり資料館⑨地すべり資料館⑨地すべり資料館 77P⑥北山貯水池⑥北山貯水池⑥北山貯水池 45P

⑦神呪寺（甲山大師）

⑩甲山大師道の道標(甲山大師道･甲陽園通り)

⑦神呪寺（甲山大師）

⑩甲山大師道の道標(甲山大師道･甲陽園通り)

⑦神呪寺（甲山大師）

⑩甲山大師道の道標(甲山大師道･甲陽園通り)

3P

15,47P

仁川百合野町地すべり資料館では、

地すべりの対策が見られるよ！

 
 

目神山では、ラインが入った花こう岩が

見られるよ！

 
 

砂防えん堤の仕組みって、知ってる？
 
 

夙川公園の道には、すてきな名前が付い

ているんだよ！

 
 

北山公園から西宮市内をながめられるよ！
 
 

北山貯水池の水も仁川から引いているん

だよ！

 
 

甲山は西宮のみどりのシンボルだよ！
 
 

採れた石には、刻印があるんだ！

どうしてかな？

 
 

グリーンベルトって、どんな森づくりを

目指しているの？

 
 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も り

　  め 　 ざ

花こう岩

ア
プ
ラ
イ
ト
脈

水分谷えん堤水分谷えん堤水分谷えん堤越木岩えん堤越木岩えん堤越木岩えん堤

甲山大師道の道標甲山大師道の道標甲山大師道の道標神呪寺神呪寺神呪寺

　森は地表をしっかり安定させて、斜面が崩れたり、土

砂が流れでたりするのを防ぐ重要な役割を果たしていま

す。北山公園周辺では、むきだしの山はだを守る取り組

みとともに、どんぐりによる森づくりを進めています。

（六甲山系グリーンベルト整備事業）

　目神山の頂上付近の岩場

は、花こう岩でできていま

すが、地面や岩に一定方向

で斜めに走るラインが見ら

れます。花こう岩質マグマ

が冷えていったとき、最後

に残った液が、すでに冷え

かかった花こう岩の割目に

入り込み、比較的速く冷え

固まった細粒花こう岩が、

ラインの正体です。

　仁川百合野町では、阪神・淡路大震災によって、大き

な土砂災害の被害が発生しました。地すべりは、幅約

100m、長さ約100mで、深さ15mにもおよびました。

　この資料館では、土砂災害や地すべり対策について学

ぶことができます。

　北山貯水池は昭和43年（1968年）に完成し、水は

飲料水として利用されています。自然豊かで野鳥が多く、

姿の美しい甲山を湖面にうつし、池のまわりの道路は甲

山森林公園や北山公園、神呪寺、鷲林寺を通り、散策や

ハイキングに最適な場所です。

　土砂災害から私たちの街を守る砂防施設で代表的なも

のが砂防えん堤です。昭和13年（1938年）の阪神大

水害をきっかけに、国が六甲山地の砂防事業を直接行う

ようになり、夙川では、昭和14年（1939年）に越木

岩えん堤が最初に整備されました。

　甲山は、標高309.4ｍの美しい曲線の山です。名前の

由来は、「兜」の形に似ているからという説や、「神の

山」と呼ばれていたものが長い間をかけて「神山」にな

り「甲山」になったともいわれています。自然と歴史を

身近に感じられる西宮のみどりのシンボルです。

　山王公園入口近くの道路わきに、通称で「亀石」と呼

ばれている「矢穴石」があり、石の上部に刻印がありま

す。矢穴石とは、大坂城の石垣に利用する石を採るとき、

割りたいところに沿って穴をあけた割る前の石のことで

す。亀の甲羅の模様に似ています。

　六甲山地の南斜面には急斜面があり、急斜面と急斜面

の間に、平坦な面が見られます。こうした地形は、六甲

山地が断層運動を繰り返し、平原が盛り上がっていった

ことを物語っています。北山公園のロックヒルからはそ

の様子を見ることができます。

　夙川の河川敷は公園として整備され、桜なみ木と松林

は昔ながらの美しさを今に伝えています。夙川公園沿い

の歩道のうち、越木岩橋から上流の銀水橋までを「夙川

上流緑道」といいます。

　甲山のふもとにある神呪寺は、真言宗の寺院で、「西

の高野」ともいわれています。本尊である「如意輪観音

像」は弘法大師（空海）によって作られたともいわれて

います。

　甲陽園通りと甲山大師道の交差点に甲山大師道を示す

道標が立っています。

○実際に見学した箇所の□印にチェックをしよう！

○□印横の数字は「冊子」の関連ページです。

じっさい　　けんがく　　　　  かしょ  　　　  しるし

　  しるしよこ　　すうじ  　　　　  さっし　　　　　かんれん

巡って学ぼう！六甲山地の自然と神秘巡って学ぼう！六甲山地の自然と神秘

（ポイントの紹介） （ポイントの紹介） 

め ぐ 　 　 　 　 ま な 　 　 　 　 　 　 ろ っ こ う さ ん  ち  　 　  し  ぜ ん 　 　 し ん  ぴめ ぐ 　 　 　 　 ま な 　 　 　 　 　 　 ろ っ こ う さ ん  ち  　 　  し  ぜ ん 　 　 し ん  ぴ

　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しょしょうか いか い

　  に  が わ  ゆ 　 り 　 の  ちょう じ 　 　 　 　 　 　 　 し  りょうか ん

　  じ  　 　 　 　 　 　 　 　 た い さ く 　 　  み

　  め  が み や ま 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は い 　 　 　 　  か  　 　 　 　 が ん

　  み

　  さ  ぼ う 　 　 　 　 て い 　 　  し 　 く  　 　 　 　 　 　 　 　  し
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